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平成26年10月末現在の
人口の動き

●人口　 14,285人（前月比＋11人） 男 7,125人（－5人） ●外国人人口 73人（前月比±0人）男 36人（－2人）女 37人（＋2人）
　（外国籍除く） 　（前年比＋6人） 女 7,160人（＋16人） ●世帯数 4,508世帯（外国人のみの世帯含む）

December No.46112広報せいろう
2014

　11月半ばに聖籠中学校３年による保育実習が各こども園
で行われました。この保育実習は、家庭科の授業の一環と
して、聖籠中学校３年生の皆さんが組ごとに蓮野、蓮潟、亀
代の町内３こども園のいずれかを訪問して行われています。
　11月12日（水）に亀代こども園を訪問した３年３組の皆
さんは、各自が手作りした遊び道具で一緒に遊んだり、幼児
たちと一緒に歌と踊りのお遊戯をしたりと、子どもたちとと
もに楽しむため工夫した保育を行いました。

聖籠中学校３年生が
こども園で保育を体験
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ふるさと芸能歌謡祭（文化祭） 囲碁大会（文化祭） お茶会：お抹茶席（文化祭）

受賞者を代表してあいさつされる森さま（蓮野）

表彰された皆さま

秋
ま
つ
り
の
ス
ナ
ッ
プ

作品展示（文化祭）お茶会：お気軽席（文化祭）農業振興祭

’14

　

11
月
２
日
・
３
日
に
せ
い
ろ
う
秋
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
が
深
ま
り
、
冷
た
い
風
が
冬
の
近
づ
き
を
感
じ
さ
せ
る
空
の
下
、
文
化

祭
、
芸
能
歌
謡
祭
、
農
業
振
興
祭
な
ど
に
大
勢
の
皆
さ
ま
が
足
を
運
び
、
活

気
の
あ
ふ
れ
る
秋
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
記
念
式
典
で
は
、
町
の
発
展
や
文
化
の
向
上
な
ど
に
功
績
の

あ
っ
た
皆
さ
ま
を
表
彰
す
る
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
に
お
き
ま
し
て
、
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

◆
町
の
公
職
に
永
年
従
事
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方

○
聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て

　
　
森
　
　
　
猛
　
義
（
蓮
　
野
）

◆
町
の
産
業
、
教
育
、
文
化
、
保
健
、
防
災
、
福
祉
、
環
境
保
全
事
業
そ
の

他
公
益
事
業
に
つ
い
て
尽
力
し
、
ま
た
は
公
務
を
助
力
し
、
そ
の
功
績
が

顕
著
な
方

○
行
政
区
長
と
し
て
町
内
自
治
振
興
に
尽
力
し
た
方

　
　
平
　
野
　
政
　
要
（
次
第
浜
）

○
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
方

　
　
小
　
林
　
か
な
え
（
大
　
夫
）

◆
善
行
者

○
町
に
多
額
の
寄
附
を
行
っ
た
団
体

　
　
新
発
田
信
用
金
庫

○
一
般
町
民
の
模
範
と
な
る
行
為
を
行
っ
た
方

・
地
域
の
活
動
お
よ
び
環
境
整
備
に
貢
献
し
た
方

　
　
宮
　
下
　
キ
　
イ
（
次
第
浜
）

・
海
水
浴
場
で
人
命
救
助
活
動
に
尽
力
し
た
方

　
　
文
　
屋
　
　
　
健
（
新
発
田
市
）

　
　
荻
　
野
　
　
　
綾
（
二
本
松
）

◆
直
系
三
代
で
同
一
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
世
帯
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
方

　
　
伊
　
藤
　
稔
　
明
（
二
本
松
）

　
　
櫻
　
井
　
　
　
彰
（
諏
訪
山
）

◎
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
多
年
に
わ
た
り
金
員
を
寄
附

し
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

　
　
会
　
田
　
勝
　
恵
（
次
第
浜
）
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11
月
6
日
（
木
）、
町
文
化
会
館

を
会
場
に
第
28
回
目
と
な
る
聖
籠
町

長
寿
文
化
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

長
寿
文
化
研
修
会
は
、
高
齢
者
が

互
い
に
支
え
あ
い
、
励
ま
し
あ
い
な

が
ら
生
き
が
い
を
持
っ
て
健
や
か
で

充
実
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
主
催

に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
各

集
落
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
や
模
範
的
な

活
動
な
ど
で
老
人
ク
ラ
ブ
発
展
の
た

め
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
功
績
を

た
た
え
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
金
婚
式

（
結
婚
し
て
50
年
目
の
お
祝
い
）
を

迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
が
慶
祝
さ
れ
、

県
か
ら
色
紙
、
町
か
ら
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
の
余
興
で
は
、
三

流
亭
楽
々
さ
ん
に
よ
る
楽
し
い
落
語

が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
は
あ
た
た
か

い
声
援
と
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

※
氏
名
は
略
し
た
文
字
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

戸
籍
の
掲
載
内
容
と
多
少
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

聖籠町長寿文化研修会開催

被表彰者名 所属会名（行政区）
加　藤　睦　子 寿 老 会（四ツ屋）

高　橋　　　篤 鶴 寿 会（真　野）

五十嵐　利　栄 蛍 雪 会（桃　山）

石　田　　　奨 寿　　　会（山　倉）

栗　原　ハル子 新 生 会（山大夫）

斎　藤　芳　男 鶴 老 会（山三賀）

椎　谷　芳　子 長 寿 会（二本松）

加　藤　ヨシノ 千 歳 会（蓮　野）

布　施　八重子 長 生 会（藤　寄）

被表彰者名 所属会名（行政区）
渡　部　昭　二 旭　　　会（旭ヶ丘）

渡　辺　禮　子 はまなす会（網代浜）

諏　方　ヨシヱ はまなす会（網代浜）

石　田　ハルイ はまなす会（網代浜）

和　田　政　友 鶴 亀 会（亀　塚）

高　崎　　　清 鶴 亀 会（亀　塚）

山　若　ス　イ つ く し 会（次第浜）

宮　下　泰　子 つ く し 会（次第浜）

鈴　木　悦　子 つ く し 会（次第浜）

●役職（地元老人クラブの役職として５年以上）により表彰された方 （敬称略）

▲役職表彰を代表受理される山倉の 石田 奨 さま（右側）▲模範者として表彰を代表受理される次第浜の 高橋 英勝 さま（右側）

ささえあい　つながる心で
明るい地域

大会スローガン



5　H26.12 広報聖籠

被表彰者名 所属会名（行政区）

高　橋　英　子 鶴 寿 会（真　野）

大　倉　栄　子 寿　　　会（山　倉）

神　村　順　子 新 生 会（山大夫）

神　田　源一郎 紅 苔 会（苔　沼）

小　林　敬　一 鶴 老 会（山三賀）

斎　藤　房　子 喜 楽 会（杉谷内）

渡　辺　キ　ヨ 長 生 会（藤　寄）

被表彰者名 所属会名（行政区）

寺　尾　邦　夫 旭　　　会（旭ヶ丘）

中　山　フミ子 はまなす会（網代浜）

本　間　ウ　メ はまなす会（網代浜）

高　橋　マリ子 はまなす会（網代浜）

宮　下　清　勝 つ く し 会（次第浜）

高　橋　英　勝 つ く し 会（次第浜）

平　野　クニ子 つ く し 会（次第浜）

●模範者（地元老人クラブの会員として10年以上率先して活動）として表彰された方 （敬称略）

夫婦氏名 所属会名 （行政区）

佐 藤 常 夫 ・ 菊 代 蛍 雪 会（桃　山）

吉 井 邦 彦 ・ 敏 子 蛍 雪 会（丸　潟）

田宮豊夫・コスエ 浦 島 の 会（蓮　潟）

砂 原 近 衛 ・ ト シ 長 生 会（藤　寄）

大 越 安 春 ・ リ イ はまなす会（網代浜）

高橋一巳・ミサホ はまなす会（網代浜）

渡 辺 英 二 ・ 幸 江 はまなす会（網代浜）

渡 辺 晴 芳 ・ 禮 子 はまなす会（網代浜）

小 林 清 輝 ・ キ サ 鶴 亀 会（亀　塚）

松井勝春・キミヨ 鶴 亀 会（亀　塚）

夫婦氏名 所属会名 （行政区）

萩 原 好 男 ・ 友 子 鶴 亀 会（亀　塚）

美 本 　 博 ・ 洋 子 鶴 亀 会（亀　塚）

高松健爾・ナツ子 鶴 亀 会（亀　塚）

魚 野 孝 次 ・ 栄 子 つ く し 会（次第浜）

長嶋義清・ミエ子 つ く し 会（次第浜）

渡辺秀光・シズイ つ く し 会（次第浜）

羽田野寅雄・トメ つ く し 会（次第浜）

大 森 久 男 ・ 本 子 つ く し 会（次第浜）

高 橋 捷 造 ・ ト シ つ く し 会（次第浜）

●金婚夫婦により慶祝されたご夫婦 （敬称略）

▲三流亭楽 （々写真）さんによる落語の講演もありました。 ▲金婚夫婦代表、藤寄の 砂原 近衛 様・トシ さま（右側２名）
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●道路脇の樹木（特に竹）は雪の重みで道路
に垂れ下がり、除雪作業の妨げになりま
す。このような樹木は枝切りなどをお願い
します

●屋根の雪を道路におろす場合は、責任を
もって処理してください
　屋根から道路に自然落下した場合も同
様にお願いします。

●車庫・出入口の除雪は各戸で処理してくだ
さい
　早朝からの除雪作業は、なるべく短時間
に行うため雪を道路の端に押しのける方
法で行っています。そのため道路に面した
車庫や門の前などに除雪された雪がたま
ります。この雪の処理にご理解とご協力を
お願いします。

●自動車またはその他除雪作業に障害とな
る物を道路上に放置しないでください。
除雪作業ができなくなります

●道路に雪を出さないでください。人や車の
交通の妨げとなり、スリップ事故のもとに
なります

●除雪の要望・苦情は区長さんを通じてお願いします。
　冬期間の道路除雪は、交通安全や災害の未然防止などを考えて行っています。
個人個人の要望にはすぐに対応できないため、道路除雪への要望などがありまし
たら、各集落区長さんを通じてお願いします。

お問い合わせ　新潟県新発田地域振興局　地域整備部　☎0254-22-5114
　　　　　　　役場ふるさと整備課　☎27-2111（内線232）
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　冬期間、水道凍結による破損防止や、公園管理上の理由により、町都市公園、児童遊園・児童
広場の水道・トイレが使えなくなります。
　ご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

町町町町都都都都市市市市公公公公園園園園、、児児児児童童童童遊遊遊遊園園園園・・児児児児童童童童広広広広場場場場のののの水水水水道道道道・・
トトトトイイイイレレレレがががが使使使使使ええええななななくくくくななななりりりりまままますすすす

●消雪パイプは消エネのため午後 2時 00
分～3 時 00 分、午後 4 時 00 分～ 5
時 00 分は稼動を停止しています
（故障ではありませんので、ご理解をお願
いします。）

●消防施設の除雪にご協力下さい
　消防施設などの除雪は、広域消防署や
地域の消防団が行いますが、大雪などに
より消防施設の消火栓や防火井戸などの
除雪が難しいことがあります。災害を未
然に防ぐために、隣接の皆さんのご協力
をお願いします。

安全で円滑な
道路除雪のために、
ご協力をお願いします。

●道路と人家、車庫の出入り口に設置して
ある乗り入れ板などは、除雪時重大事故
につながりますので必ず撤去してくださ
い

●道路の除雪作業中は危険ですので、除雪
車に近づかないでください

■町都市公園
12月8日（月） ～ 来年3月20日（金）
　止水のため、下記公園の水道・トイレが使用
できなくなります。
対象：あかね公園（網代浜）、正庵公園（正庵）、

櫻美公園（別條）、位守山史跡公園（位
守町）、臨海西公園（東港一丁目）、汐
美台公園（次第浜）、亀塚第２公園（亀塚）
※亀塚第２公園はトイレのみ使用でき
　ます。

お問い合わせ　役場ふるさと整備課
　　　　　　　☎ 27－2111（内線 234）

■児童遊園・児童広場
12月8日（月） ～ 来年3月31日（火）
　止水のため、水道・トイレが使用で
きなくなります。
※本諏訪山児童遊園と旭ヶ丘児童遊園
　は対象外。

お問い合わせ　子ども教育課
　　　　　　　☎27－2111（内線307）



広報聖籠 H26.12　8

われら環境美化隊！
さわやかクリーンサポート事業に取り組んでいます

　昨年度から始まった「聖籠さわやかクリーンサポート事業」。
　地域と町とが協力しあい、「身近な地域の環境美化は自分たちで行う」ことを目
指したこの活動に、多くの団体から取り組んでいただいています。
　各団体の取り組み内容を紹介します。

1  サークル道美新（みちびしん）2  桃山集落

3  ぐり～ん☆スター4  外畑フラワー会

5  聖籠町建設業協会6  ㈱岩測設計

●活動場所：道賀新田集落内道路、周辺道路など 
●主な内容：散乱ごみの拾い集め、草花などの植栽・管理
●自己ＰＲ：「道賀新田の中をキレイに」との思いから、サークル名

を「道美新」と命名しました。理想は高く掲げています。
グループは８名と少ないですが、生活の延長線上で、で
きるときにできる活動をしています。メンバーが集合して
の共同作業という形には至っておりません。集落を訪れ
る人を歓迎する気持ちで活動しています。子どもたちの
遊び場（神社敷地内の児童遊園）に花を添えています。
ごみ拾いで毎日歩くことで、健康管理にも役立っています。

●活動場所：桃山ポケットパーク
●主な内容：草花などの植栽・管理
●自己ＰＲ：植栽・水管理・除草作業などチームワークは抜群です。

老若男女が一緒に共同作業することで、より集落の絆
を感じています。花は人の心を和ませてくれます。そし
て自分が育てたということで愛情も深まり、みんなの話
題になることで、地域の和も一層広がっています。登下
校の子どもたちも「きれいな花がいっぱい咲いてるね」
「お家の人たちが植えた花だよね」などポケットパーク
を通る子どもたちの会話も聞かれます。自然との触れ合
いを通して感性を育んでいます。

●活動場所：町学校給食調理場脇
　　　　　　のポケットパーク
●主な内容：散乱ごみの拾い集め、草花などの植栽・管理
●自己ＰＲ：去年より花の数も増えてとてもきれいになり、活動し

ていても人数が多いととても楽しいです。ムリせずやっ
ているので、活動後もおしゃべりもまた楽しんでいます！

●活動場所：外畑ゲートボール場内
●主な内容：草花などの植栽・管理
●自己ＰＲ：今年は、メンバーも増え、早くから活動しているので、

花がとてもきれいに咲きました。集落外からの人にもほ
められるので、すごくうれしいです。

●活動場所：役場前歩道
●主な内容：草花などの植栽・管理
●自己ＰＲ：建設業協会員の社長や作業員とともに協力しあい、地

域美化活動を実施しています。建設業協会は、公共の
福祉に貢献することも積極的に取り組んでいます。

●活動場所：三賀・追分交差点周辺
●主な内容：散乱ごみの拾い集め、草花などの植栽・管理
●自己ＰＲ：終業後に行うので、きつく感じることはありますが、

地域に貢献できていることに喜びを感じています。
これからも町の美化に努めてまいります。

聖籠さわやかクリーンサポート事業
　町民と町が協働で進める環境美化への取り組みです。
　道路、公園・緑地など公共施設の環境美化（草花の植栽・管理、散乱ごみの収集、除草など）に団体（グループ）
がボランティアで取り組んでいただき、町がその活動を支援・ＰＲするものです。
【支援・ＰＲの例】　 ・種苗、ごみ袋、肥料などの提供  ・じょうろ、草刈り機などの貸与  ・傷害補償保険の適用
 ・看板の設置（適当な設置場所がある場合）  ・広報紙や町ホームページでの紹介
　　〈詳しい事業内容は、広報せいろう 6月一般号、町ホームページをご覧ください。〉
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お問い合わせ　役場ふるさと整備課　都市計画係　☎ 27－2111（内線 235）

7  汐美台自治会8  亀塚花と緑の会

9  曽根建㈱10  介護老人保健施設  汐彩の郷

11 聖籠町立図書館内 図書館ネットi（あい）せいろう12 ㈲イマイトランスポート

13 苔沼老人クラブ紅苔会（こうせいかい）

●活動場所：汐美台公園前緑地、集落内歩道の街路樹
●主な内容：除草、草花などの植栽・管理
●自己ＰＲ：活動はまだまだこれからですが、集落が華やかになる

よう、少しずつですが緑を増やしていきたいと思い
ます。

●活動場所：亀塚集落内幹線町
　　　　　　道歩道（街路樹）
●主な内容：草花などの植栽・
　　　　　　管理
●自己ＰＲ：亀塚集落は、都市計画により整備され、生活環境に恵

まれ、花や緑をどんどん増やせるよい環境にあると思い
ます。ただ、今年度は暑い真夏にも耐える花の選定を
したところですが思うような成果が挙がりませんでした。
今後さらにイメージアップを図り、集落の有志の協力を
もって街路樹（イチョウ）黄金の色彩と花の植栽から環
境美化運動の集落にしたいと思います。

●活動場所：集落内歩道の街路樹
●主な内容：散乱ごみの拾い集め
●自己ＰＲ：当社は蓮潟集落内にあり、地域環境美化活動として十

数年来、毎月道路清掃を行っております。 朝８時前に
活動しておりますが、車両が行き交う中の活動です。特
に県道は通勤途中の車両が多く、私どもの清掃活動が、
通過するドライバーの皆さんへの啓発につながればよい
と思いながら行っております。

●活動場所：施設周辺の道路と敷地の外周
●主な内容：草花などの植栽・管理、松葉拾い、ごみ拾い
●自己ＰＲ：職員と施設利用者が関係なく、これからも一所懸命が

んばります。また、こういった事業を通じて "もう少し
長生きできる!! "という言葉も施設利用者から出てきて
いるので、なるべく継続していこうと思います。

●活動場所：図書館前歩道と敷
　　　　　　地内の花壇
●主な内容：散乱ごみの収集・
　　　　　　廃棄、草花などの
　　　　　　植栽・管理
●自己ＰＲ：図書館ボランティアの会員で新図書館の開館を機に、

花壇で花々を育て、訪れる方々に和んでもらえるよう、
楽しみながら活動しています。また、図書館駐車場周
辺のゴミ拾いなどもし、気持ちよく利用してもらえるよう
に心がけています。常時、会員募集中 !! みんなで一緒
に活動しましょう。

●活動場所：国道 113 号線の歩道
●主な内容：除草、草花などの植栽・管理
●自己ＰＲ：登下校で多くの子どもたちの通るこの場所に、きれい

な花を植え、管理することで町の環境美化をめざし、
「私たちの手でできることは少しでも」という思いで
活動しています。

●活動場所：苔沼ポケットパーク
●主な内容：散乱ごみの収集、除草、草花などの植栽・管理
●自己ＰＲ：実質的な活動は 3月からを目安にしていますが、初め

てなので、まずは一度活動してみてから、いろいろと決め
ていきたいと思っています。交通量が多く、とても目立
つ活動場所なので、きれいなポケットパークが作れるよ
う総勢 23 名、月に一度はみんなで集まって頑張ってい
きたいと思います。

活動団体一覧（平成 26年 10月 31日現在）

№ 団体名 活動開始
１ サークル道美新（みちびしん） 平成 25年 5月
２ 桃山集落 　〃　　5月
３ ぐり～ん☆スター 　〃　　5月
４ 外畑フラワー会 　〃　　6月
５ 聖籠町建設業協会 　〃　　6月
６ ㈱岩測設計 　〃　　6月
７ 汐美台自治会 　〃　　6月
８ 亀塚花と緑の会 　〃　　7月
９ 曽根建㈱ 　〃　　7月
10 介護老人保健施設　汐彩の郷 　〃　　9月
11 図書館ネットi（あい）せいろう 平成 26年 4月
12 ㈲イマイトランスポート 〃　　6月
13 苔沼老人クラブ紅苔会（こうせいかい） 〃　　9月

随時、道路・公園などの環境美化に
取り組む団体を募集しています！
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冬の交通事故防止運動が始まります

ただ今、こども園幼児交通安全教室開催中！

チャイルドシート着用率の調査を実施しました

「高齢者交通事故防止」
「飲酒運転根絶」推進大会

町の交通事故発生状況　　　　　　
区分

年
10月 1月～ 10月

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成26年 3 0 5 26 1 38
平成25年 2 0 2 37 2 42
増　減 +1 0 +3 - 11 - 1 - 4

　12 月 11 日（木）～ 12 月 20 日（土）の間、冬の交通事故防止運動が行われます。
最近、特に高齢者、若者、女性ドライバーの事故が多いので気をつけてください。
飲酒運転は、アルコールの影響により運動機能が低下し、ハンドル操作などが
にぶくなるなど交通事故につながる大変危険な行為です。
　「飲酒運転は、しない！させない！許さない！」
を合言葉に、地域や社会全体で飲酒運転を根絶しましょう。

　10 月 22 日（水）新発田市民文化会館で、高齢者の事故や飲酒運転の根絶を
呼びかける大会が行われました。

交通安全に関することは
役場生活環境課 地域安全係
☎27－2111（内線 284）

交 通
安 全
vol.151

今日も一日交通安全

老人クラブ連合会長が表彰されました
交通安全活動功労者として、
老人クラブ連合会長 髙橋孝
一様へ新発田警察署長・新発
田地区交通安全協会長の連
名で感謝状が贈られました。

交通安全のやくそく

止まる
見る
見せる

　秋の全国交通安全運動の一環として、9月 29 日（月）に、町内の蓮野・蓮潟・亀代こども園の 3園で、車で登
園してきた保護者・園児を対象に、チャイルドシート・シートベルト着用の抜き打ち調査を行い、結果は右のと
おりでした。中には、チャイルドシートを車に積載してい
ない方やシートベルトを着用していない保護者の方もいら
っしゃいました。子どもを守るためにも、ぜひチャイルド
シートの積載・着用の徹底をお願いします。
※チャイルドシートの使用義務は、6歳未満の幼児が対
象です。

過去 3年間のチャイルドシート着用率
区分年度 3こども園平均

平成 24年度 74.4％
平成 25年度 48.0％
平成 26年度 71.5％

＝ お知らせ ＝
平成 27年優良・優秀運転者表彰申請について
（20年・30年・40年・50年無事故無違反表彰）
◎受付　平成 26年 12月 10日（水）
　　　　～平成 27年 1月 6日（火）まで
　「無事故」「無違反」の方は、どなたでも申請で
きます。皆さまの申請をお待ちしております。
お問い合わせ：生活環境課　地域安全係
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

10
月
23
日
（
木
）

■
第
10
回
聖
籠
町
国
際
交
流
検
討
委

員
会
開
催

　

町
の
国
際
交
流
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
聖
籠
町
国
際
交
流
検
討
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
10
回
と
な
る
こ
の
日
は
、
前
回

に
引
き
続
き
答
申
案
な
ど
に
つ
い
て

検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
13
日
（
木
）

■
第
11
回
聖
籠
町
国
際
交
流
検
討
委

員
会
開
催

　

第
11
回
と
な
る
こ
の
日
は
、
前
回

に
引
き
続
き
答
申
案
の
検
討
と
、
答

申
の
副
題
と
な
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
委
員
会
は
12
月
15
日
に
行
わ

れ
、
同
日
に
町
長
に
対
し
て
答
申
を

行
う
予
定
で
す
。

産
業
観
光
課

10
月
20
日
（
月
）

■
聖
籠
町
農
業
振
興
協
議
会
開
催

　

町
農
業
振
興
の
基
本
的
な
方
向
や

施
策
を
検
討
す
る
聖
籠
町
農
業
振
興

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議

で
は
、「
聖
籠
町
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
の
進
捗
状
況
の
中
間

報
告
お
よ
び
「
聖
籠
町
農
業
経
営
基

盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的

な
構
想
」
の
変
更
の
内
容
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
今
後
の
農
業
振
興

に
つ
い
て
、
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

子
ど
も
教
育
課

10
月
24
日
（
金
）

■
第
10
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・
就
学
援
助
の
認
定
に
つ
い
て

・
聖
籠
中
学
校
通
学
バ
ス
３
キ
ロ
未

満
の
生
徒
に
つ
い
て

　

以
上
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

10
月
27
日
（
月
）

■
第
１
回
教
育
講
演
会
開
催

　

新
潟
大
学
教
育
学
部
長
澤
正
樹
教

授
を
お
招
き
し
、「
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
を
理
解
す
る
〜

ど
の
子
ど
も
に
も
必
要
な
か
か
わ
り

方
と
特
別
支
援
教
育
〜
」
と
題
し
て

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
、
地
域
・
保
護
者
・
教
職
員
約

１
６
０
名
が
参
加
し
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
や

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
な
ど
の
発
達

障
が
い
の
特
性
と
そ
の
子
が
抱
え
る

困
難
さ
に
つ
い
て
具
体
的
な
例
を
学

び
ま
し
た
。
次
回
は
１
月
下
旬
の
予

定
で
す
。
た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
１
月
上
旬
に
町
民
会
館
、
町
立

図
書
館
で
の
案
内
掲
示
、
案
内
状
の

配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会

10
月
24
日
（
金
）

■
農
業
委
員
会
第
22
期
第
20
回
総
会

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

　

以
上
４
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
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12 月 の 行 事

INFORMATION

聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O RM A T I O N

お問い合わせ
　証明書などの申請・発行に関すること
　　保健福祉課（保健福祉センター）福祉係 ☎27－6511
　税控除などに関すること
　　役場税務財政課　税務係　（内線 145）

《相談事業》
ところ　役場１階　会議室
◆行政相談
　９日（火）
　午前10時00分～11時30分
　 役場総務課　総務管理係
　　（内線223）
◆人権特設相談所
　10日（水）
　午後1時00分～4時00分
　 役場町民課　町民サービス係
　　（内線111）
　　法務局新発田支局 ☎24-7102
　※相談無料・秘密厳守ですので、
　　お気軽にご利用ください。
ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　３日（水）、17日（水）
　午後1時00分～4時00分
　 町社会福祉協議会  ☎27-6767

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○1歳２ヶ月児歯科健診
　８日（月）午後１時15分～
○１歳６ヶ月児健診
　18日（木）午後１時15分～
○乳児健診
　19日（金）午後１時15分～
○３歳６ヶ月児歯科健診
　22日（月）午後１時15分～
◆学級
○マタニティママのリフレッシュ教室
　４日（木）午前9時30分～
　 保健福祉課（保健福祉センター）
　☎27-6511

町
長
の
動
向（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

12
月

9
日
〜　

12
月
議
会
定
例
会（
予
定
）

14
日 

聖
籠
町
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト

17
日 

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
・

評
議
員
会

 

農
家
組
合
長
会
議

18
日 

区
長
会
議

平成26年分所得税の確定申告をされる方へ

医療費・障害者控除のための証明書などを発行します。
申請は保健福祉課へ

○成人おむつに係る費用の医療費控除用証明書（介護保
険主治医意見書写し）の発行について

　介護保険要介護・要支援認定を受け、おむつ代の医療費控除を
受けることが 2年目以降の方で特定の要件に該当する場合、介護
保険主治医意見書の写しを発行します。（平成 26 年中に使用した
おむつ代が対象となります。）
※要件がありますので、必ず事前に保健福祉課へお問い合わせく
ださい。

○老齢者の所得税、地方税上の障害者控除対象者認定書
の発行について

　65 歳以上で心身に障がいがあり身体障がい者に準ずる方に「障
害者控除対象者認定書」を次のとおり発行します。（身体障害者
手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方は認定書
の必要はありません。）

〈介護保険要介護・要支援認定を受けている方〉
　介護保険の認定区分に基づき発行します。

〈介護保険要介護・要支援認定を受けていない方〉
　保健福祉課職員が調査を行い、該当する場合は認定書を発行し
ます。必ず事前に保健福祉課へお問い合わせください。
※平成26年中にお亡くなりになった方の証明書も発行できます。
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入 札 結 果 入札日　10月10日～10月27日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日 入札方法

1 消雪パイプ保守点検業務委
託 聖籠町内一円 2,214,000 株式会社

聖籠第一設備 平成26年11月30日 指名競争入札

2 町民会館公民館棟小ホール
空調機取替修繕

聖籠町大字諏訪
山地内 2,991,600 昱工業株式会社

下越営業所 平成26年12月12日 指名競争入札

3 マンホール周辺舗装修繕 聖籠町大字蓮潟
地内 1,166,400 株式会社

下越道路 平成26年12月5日 指名競争入札

4 杉谷内処理分区公共汚水桝
ます

設置工事（その 9）
聖籠町大字蓮潟
地内 3,240,000 曽根建

株式会社 平成27年3月16日 指名競争入札

5 中央防災倉庫建設工事 聖籠町大字諏訪山
地内 23,760,000 株式会社

岩村組聖籠支店 平成27年2月1日 指名競争入札

10月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

　翔
しょう

  ちゃん （斎藤　政則） 苔　沼
聖
せ な

那  ちゃん （吉川　昌宏） 二本松
悠
ゆうしん

信  ちゃん （玉木　栄信） 亀　塚
結
ゆ

月
づき

  ちゃん （藤崎飛悠吾） 別　條
華
はな

  ちゃん （永井　　要） 真　野
菜
な お

織  ちゃん （高松　貴也） 亀　塚
拓
たく

海
み

  ちゃん （高口　彰太） 正　庵
結
ゆう

愛
あ

  ちゃん （山崎　政弥） 網代浜
凛
りん

  ちゃん （高橋　辰也） 網代浜

 氏　名 年齢 行政区

宮　下　敏
とし

　治
はる

 さん （74 歳） 次第浜
渡　辺　ツ　ナ さん （89 歳） 網代浜
宮　澤　スイノ さん （93 歳） 網代浜
会　田　悦

えつ

　二
じ

 さん （80 歳） 網代浜
五十嵐　美

よし

　廣
ひろ

 さん （67 歳） 蓮　潟
細　貝　タケノ さん （86 歳） 亀　塚
相　馬　正

まさ

　博
ひろ

 さん （55 歳） 山大夫
市　橋　宏

こう

　一
いち

 さん （75 歳） 本諏訪山
手　島　英

ひで

　子
こ

 さん （71 歳） 網代浜
斎　藤　熊

ゆう

次
じ

郎
ろう

 さん （74 歳） 杉谷内
平　野　コ　ト さん （88 歳） 次第浜
江　口　寛

かん

次
じ

郎
ろう

 さん （80 歳） 藤　寄
中　山　幸

さち

　子
こ

 さん （84 歳） 中の橋
小　林　ノ　リ さん （78 歳） 二本松

　瀬　高　英
えい

　一
いち

 さん
（瀬　賀）香

か

　菜
な

 さん ｝藤　寄

　塚　本　善
よし

　栄
ひで

 さん
（栗　原）百

ゆ り こ

合子 さん ｝蓮　潟

　斎　藤　栄
えい

　一
いち

 さん
（牟　禮）のり子

こ

 さん ｝稲の平

　細　貝　泰
やす

　明
あき

 さん
（宮　沢）望

のぞ

　美
み

 さん ｝亀　塚

　菅　原　亮
りょう

　二
じ

 さん
（斎　藤）香

か な こ

奈子 さん ｝網代浜

　佐久間　勝
かつ

　也
や

 さん
（木　村）　　礼

あや

 さん ｝蓮　潟

　7月に「愛の協力運動」保護観察協会会費の納入をお願いし、町
民の皆さまには一世帯当たり 150 円を目安にご協力をお願いしたと
ころです。
　その結果、おかげ様で 3,597 世帯から

538,965円　をお寄せいただきました。
　皆さまのご理解ご協力に対しまして、厚くお礼申し上げます。
　現在、聖籠町、新発田市、阿賀野市、胎内市の保護司 73 人で新発
田阿賀北地区保護司会が組織されており、いただいた会費は保護司
が行う犯罪予防活動や、罪を犯した人たちの立ち直りを援助する更
生保護活動に活用されます。
　保護司は、犯罪のない明るい社会を目指し、日々地道に活動して
います。この活動に、町民皆さまから変わらぬお力添えをいただき
ますよう、今後ともよろしくお願い申し上げます。

「愛の協力運動」に 538,965円
ご理解ご協力ありがとうございました

お問い合わせ  役場町民課  町民サービス係（内線111）

　工業統計調査は、経済産業
省が毎年 12 月 31 日を基準日
として、製造業の事業所を対
象に行う統計調査です。
　調査の実施に当たっては、
統計調査員が本年 12 月から
来年１月にかけて調査票の配
布・回収にお伺いし
ます。
　統計法に基づき秘
密が厳守されますの
で、調査へのご回答
をお願いします。
役場総務課　広報
　広聴係（内線227）

　広報せいろうでは、１月号
で県ジュニア美術展覧会の入
賞作品を紹介する予定です。
　町外の小中学校に在学中
で、ジュニア展で入賞された
町民の方は、12 月 15 日（月）
までに役場総務課広報広聴係
へご連絡をお願いします。
　なお、町立小中学校に在学
中の方は学校から情報提供を
いただきますので、ご連絡は
不要です。
役場総務課　広報広聴係
　（内線229）

製造事業所の皆さまへ
工業統計調査へご回答
ください

ジュニア展入賞の
ご連絡をお願いします
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ハザードマップ修正後初めての訓練を実施！

　10 月 19 日（日）午前 9時のサイレンを合図に、町内全集落で 8回目となる「聖籠町まちなか防災訓練」
が実施されました。
　今回の訓練は、津波対策を強化したハザードマップの修正後初めてとなる訓練で、津波指定避難場所へ
避難する訓練や避難経路を確認しあう訓練など様々な訓練が各自主防災組織（集落）の計画に基づき各集落
で開催されました。また、多くの集落で、火災発生直後の初期消火を想定し、水放射器を使用した消火器の
使い方の訓練が行われました。
　訓練参加人数は 2,071人（男性 1,081 人、女性 990 人）でした。ご参加いただきありがとうございました。

第８回 まちなか防災訓練

地震情報収集訓練
・はっきり聞こえてよかった。
・受信機に不具合があるお宅が
　見つかるなどし、実施してよかった。

避難情報伝達訓練
・２回繰り返し放送したことで、
　皆さんが理解してくれたと思います。
・無線機の確認と点検ができたのでよかった。

指定避難所への避難訓練
・避難所に集まった皆さんに、よく認識してもらう
よう話をした。
・避難する場所の再確認ができてよかった。

津波避難場所などへの避難訓練
・町ハザードマップを基に避難経路を説明できてよ
かった。
・自転車、車、徒歩での避難所までの時間を確認で
きた。

地震発生時安全確保訓練
・女性は自宅の火の元の確認ができた。
・訓練に参加することで何かを感じ
　取っているようでよかった。

安否など確認訓練
・隣近所が声を掛け合い一緒に行動していてよかった。
・年配者など自力で避難できない人は、ご近所にお
願いしておくなど日々の交流が必要であると確認
できてよかった。
・隣組で要配慮者の把握を事前
　に行った。

要配慮者避難訓練
・役員全員で集落内の要配慮者などの話し合いがで
きてよかった。
・実際にやってみて、一人を救助するのがいかに大
変かを体験することができた。

各地区で行われた防災訓練の模様

と、アンケートで集計した感想な

どを一部ご紹介しま～す！
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お問い合わせ　　役場生活環境課　地域安全係（内線 282）

初期消火訓練
・消防団の説明のもと、多数の皆さんが消火器を使
用しての実技を行うことができてよかった。
・今回は大人の方が放水、準備の練習に参加しまし
た。（消防団の方が声をかけてくださいました。）
子どももホースを取り付けたりと、有意義なもの
となりました。消防団の方がとても気さくで消防
活動をとても身近に感じることができました。

女性の意見を意識した訓練ができましたか?
・今回はできなかったため、区長、
　組長で訓練内容を再検討した。
・炊き出し訓練のときに、意見を取り
　入れて進めてもらえた。

全体を通しての意見、要望
・参加者年代で 40 歳代以下の参加者が少なかった
ので、もっと参加するような PRをしていかなけ
ればと思った。
・町として大きな災害のないまま過ごしている中
で、一体感を持って防災訓練のできることは周辺
市町村ではないことで、大変貴重と思う。
・全体として、普段やらないことや考えないこと
に触れられる大事な機会であり、もっと家族単位
でも話し合わなければならない。当日だけではな
く、もっと話し合う場が必要だと思う。

町職員登庁および初動訓練
　まちなか防災訓練にあわせて、町役場職員が地震発生に伴い町
に被害が生じたことを想定して役場に登庁し、町内施設やライフ
ラインの被害状況確認など、各課において職員初動マニュアルに
基づいた災害応急措置にあたりました。これは“災害に強い安全
で安心な町”をめざし毎年行っている訓練です。

避難経路確認訓練
・事前協議で避難経路を確認し、
　障害物発生の恐れが少なく最も
　安全な道と判断することができた。
・経路は必然的に一つしかなく、
　検討の余地はなかった。

その他訓練
・AED、心臓マッサージなどの救命対処法を学べた。
・炊き出し訓練について、協力体制ができていて手
際がよかった。また、奉仕の気持ちが強く、よく
できたと思う。
・非常反射材袋にラジオ、アルミ温熱シート、三層
マスク、LEDライトを入れた物を訓練終了後に
集落全戸に配布した。
・公会堂に集まった人たちを対象に担架の取り扱い
上の注意点を含めて講習をした。防災資材などを
扱っていた方がいたので、搬送時に気を付けるこ
となど分かりやすく説明してもらった。 東日本大震災を契機に男女共同参

画の視点から、様々な防災対策の中

で女性などの意見を取り入れた取

り組みが今後重要となってきます。
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Vol.6　高額医療・高額介護合算制度について

　高額医療・高額介護合算制度とは、１年間の医療費と介護保険サービス利用料の自己負担額
を合計した金額が自己負担限度額を超えた方の負担を軽減することを目的とした制度です。
　この制度は、毎年８月１日から翌年７月３１日までの１年間分を対象期間としています。
　今回申請していただく対象は、平成25年８月１日から平成26年７月31日までの１年間の医療
費と介護サービス利用料です。

支給対象者について
　次の①・②の条件をどちらも満たす場合に、支給の対象となります。

※同一世帯であっても、後期高齢者医療制度に加入していない家族の自己負担額を合計することはでき
ません。また、食事代や居住費などは含みません。

（※注）所得区分は、基準日（平成 26 年 7月 31 日もしくは、資格喪失日の前日）現在の所得に応じて適用されます。

　

支給額について
　右上の表の自己負担限

度額を超えた分が、後期

高齢者医療制度と介護保

険制度から、支払った自

己負担額の割合で、それ

ぞれ支給されます。（世

帯の総支給額が 500 円以

下の場合は支給されませ

ん。）

①

同一世帯内の後期高齢者医療制度加入者
で、対象期間内に『医療費』と『介護サ
ービス利用料』の両方の自己負担があっ
た。

②

①の自己負担額の合計（高額療養費や高
額介護サービス費として払い戻された額
を差し引いた額）が右表の自己負担限度
額を超えた。

所得区分（※注）

自己負担限度額
対象期間：
平成25年8月1日～
平成26年7月31日

現役並み所得者 ６７万円
一　般 ５６万円

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ ３１万円
区分Ⅰ １９万円

市町村職員を装い、高齢者を狙った医療費還付金詐欺事件が多発しています。
不審な電話があったら、一人で判断せずに周りの人に相談しましょう。

高額医療・高額介護合算制度の支給例
夫（79歳）、妻（76歳）・所得区分「一般」の場合
後期高齢者医療制度に加入している夫婦で、夫が病院に入院、妻が介護
保険サービスを利用している場合で、年間の自己負担額が高額な場合。

医療費の
自己負担額（年額）

介護サービスの
自己負担額（年額） 世帯負担の合計 申請により

払い戻される総額

夫 30 万円 30万円＋30万円

＝ 60万円
60万円－56万円
　　　　（限度額）
＝ 4万円妻 30 万円
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お問い合わせ
　新潟県後期高齢者医療広域連合
　　業務課　医療給付係　☎ 025-285-3222
　役場町民課　保険係　　（内線 117）

申請手続きのご案内の発送

【① 案 内】
　広域連合から支給対象となる方に、申請手続きのご案
内を郵送します。（12月初旬以降）

【② 申 請】
　案内に同封されている支給申請書を記入して、町民課 
保険係 の窓口に提出します。
　申請時には、申請書のほかに『印かん』『申請者の預
金通帳』『保険証』『介護保険証』が必要です。

【③ 振り込み】
　申請手続きをいただいた後、約２か月後に『医療費』
分を、約３か月後に『介護保険サービス利用料』分を、
申請をいただいた金融機関の口座へ振り込みます。

申請手続きの流れ

　支給の対象となる方には、平成 26 年 12 月初旬以降、新
潟県後期高齢者医療広域連合から申請手続きのご案内を発
送いたします。
　ただし、下記のような場合には、申請手続きのご案内が
広域連合から発送できない場合がありますので、支給対象
者になると思われる場合には、町民課 保険係 までお問い
合わせください。

【平成 25年 8月 1日から
　平成 26年 7月 31日までの間に…】
◎ 75 歳に到達するなど、後期高齢者医療制度に加
入された方がいる場合（加入前が協会けんぽ、市
町村国保など）

◎加入者の方が亡くなられた場合

　聖籠町では、学校などの給食の安全

性を確認し、給食に対する保護者など

の不安を軽減することを目的に、給食

用食材の放射性物質検査を実施してい

ます。検査は毎週木曜日、翌日（金曜

日）に使用する食材の中から１品目を

選定して行います。再検査となった食

材は、給食に使用せず、再検査を実施

し公表します。

　なお、町のホームページで最新の検

査結果を掲載しています。

お問い合わせ
　子ども教育課 学校支援係（内線 305）

検査
日

検査
品目

生産地

測定結果

放射性
ヨウ素

放射性セシウム

１３１ １３４ １３７

10月
9日

もやし 福島県 不検出 不検出 不検出

10月
16日

人参 北海道 不検出 不検出 不検出

10月
23日

もやし 福島県 不検出 不検出 不検出

10月
30日

ほうれ
ん草 群馬県 不検出 不検出 不検出

測定
場所

新潟県新発田地域振興局
（新発田市豊町 3丁目 3番 2号）

学校給食食材の
放射性物質　　
　　　測定結果

※単位：Bq（ベクレル／㎏）
※この検査の検出限界値は、20Bq ／㎏です。検
出限界値は、測定する条件や食材により異なり
ます。

※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器で
検出できる最小値（最小限度）のことをいい、
この値は測定環境（自然界に存在する大気中の
放射線量）、測定条件（時間重量など）、検査対
象品目によって異なります。

振り込み
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お問い合わせ　上下水道課（上水道管理棟）☎ 27－5141

　12 月に入り、ますます寒さも厳しくなっています。
　気温がマイナス３度以下になると、水道管の立ち上がり（給水管）や蛇口などが凍って水が出なくなった
り、破裂したりする水道の凍結事故が多くなります。
　寒さは水道の大敵です。テレビなどの気象情報に注意し、低温注意報などが出たときは、凍結事故に気を
つけましょう。

冬期間の水道検針について
お知らせします！

●凍結を防ぐには
　屋外で保温をしていない水道管などは、専用
の保温材か凍結防止ヒーターを取り付けて、凍
結防止を行ってください。
　冷え込みが予想されるときは、蛇口から鉛筆
の芯より少し太めに水を出す。
※空き家や長期間留守にする場合は、メーター
ボックス内の止水栓を右に廻して閉め、蛇口
を開けて水抜きをして凍結破損に気をつけて
ください。

●凍結して水が出なくなったとき
　蛇口を全開にして、凍った部分にタオルをか
ぶせ、蛇口の方から 50℃前後の湯をゆっくり
かける。
※熱湯を急にかけたりすると、ヒビ割れや破裂
することがあります。

●破裂やヒビ割れしたとき
　メーターボックス内の止水栓を右に廻して水
を止め、聖籠町指定給水装置工事事業者に修理
を申し込んでください。

※指定給水装置工事事業者以外の業者や個人で立ち上がりを含む水道管の工事を行うと、違反工事とな
り、凍結による水漏れで水道使用料が増えた時、水道料金の軽減対象とはなりません。注意してくだ
さい。

水漏れ?と思ったら！（漏水確認）
　すべての水道の栓を止めて、敷地内にあるメーターボックスにある水道メーターが動いているかどう
か確認してください。動いている場合、水漏れしている可能性があります。水漏れしていた場合、聖籠
町指定給水装置工事事業者へ修理をお申し込みください。
　各家庭の敷地内にある水道管などの管理は各家庭の責任になります。

　水道メーター検針は、毎月 25 日から月末の間（12 月および 2月は 23
日から 28 日）に検針員がお伺いしています。
　メーター検針は「実視検針」が基本ですが、積雪時にメーターボック
スが雪に埋まって実視検針が困難な場合は、前３カ月の平均使用水量を
考慮した「推定検針」となります。実視検針が可能となった場合、推定
検針の精算を行います。
　積雪時はメーターボックス周辺を除雪していただき、実視検針できる
ようご協力をお願いします。

　水道メーターボックス周辺の除雪にご協力ください！
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お問い合わせ
保健福祉課（保健福祉センター）
保健師　☎ 27－6511

活 用 塾健診結果

　健診結果の見方がわかって、今のご自身の健康状
態を知ることができます！これからの健康生活のた
めにも、活用塾に参加しない手はありません!!
　町の健診結果、人間ドックの健診結果や医療機関
での検査結果をお持ちになり参加してください。

のお知らせ

・自分の検査結果の意味がよくわかった。
・孫にスポーツ飲料をあげていたが、こんなに砂糖がた
くさん入っていたなんて知らなかった。

・良い話が聞けた。来なかった人はもったいない。
・集落の集まりも少なくなり以前よりつながりが少なく
なってきている。久しぶりに集まれて楽しかった。ま
たやってほしい。

１．自分のからだを知ろう
　　（手、足、体ごとに計れる体脂肪測定）
２．健診結果や医療費から聖籠町の実態を知ろう
　　（全体講話）
３．自分の結果を知って、これからを考えよう
　　（小グループでの結果説明）

内　容

参
加
者
の
声

対象集落 開催日 時間※ 会　　場
蓮潟 12 月 9 日（火） 午前 蓮潟公会堂
苔沼 〃 午後 苔沼公会堂
真野 12 月 10 日（水） 午前 真野公会堂
四ツ屋、道賀新田、
上大谷内 〃 午後 道賀新田集落開発

センター
山倉 12 月 11 日（木） 午前 山倉集落開発センター
丸潟、桃山 〃 午後 桃山公会堂
次第浜、汐美台 12 月 12 日（金） 午前 次第浜公民館
山大夫 〃 午後 山大夫コミュニティセンター
蓮潟新田 12 月 15 日（月） 午後 蓮潟新田公会堂
山諏訪山 12 月 16 日（火） 午前 山諏訪山公会堂
聖中ヶ丘、稲の平、
尾沢ヶ丘 〃 午後 町保健福祉センター

本諏訪山、本大夫、
本三賀、中の橋 12 月 18 日（木） 午前 本諏訪山公会堂

ひばりが丘 12 月 19 日（金） 午前 ひばりが丘公会堂
※時間　午前：午前 9時 30分～ 11時 30分
　　　　午後：午後 1時 30分～ 3時 30分

集落の保健推進員
さんや食生活改善
推進員さんが、よ
びかけや受付をし
てくださいました。

７月に行われた活
用塾の様子です。
前回より２倍以上
の参加があり好評
でした。
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最
後
ま
で
戦
う

　

リ
ー
グ
は
終
盤
戦
に
突
入
し
一

戦
一
戦
の
重
み
も
増
し
て
く
る
中
、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
10
月
18

日
（
土
）
の
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲

府
戦
か
ら
始
ま
る
３
連
戦
に
臨
み

ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
た
甲
府
戦
、

ア
ウ
ェ
イ
の
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
戦

で
１
分
１
敗
と
良
く
な
い
流
れ

が
続
く
中
、
新
潟
は
10
月
26
日

（
日
）、
ア
ウ
ェ
イ
で
サ
ガ
ン
鳥
栖

と
の
一
戦
に
臨
み
ま
し
た
。
ア
ウ

ェ
イ
ゲ
ー
ム
が
続
き
、
累
積
警
告

で
Ｍ
Ｆ
小
林
裕
紀
選
手
を
欠
く
と

い
う
厳
し
い
状
況
で
し
た
が
、
チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
勝
利
を
狙
っ

て
い
き
ま
す
。

　

立
ち
上
が
り
の
ピ
ン
チ
を
し
の

ぐ
と
16
分
、
新
潟
は
ビ
ッ
グ
チ
ャ

ン
ス
を
迎
え
ま
す
。
山
本
康こ
う

裕す
け

選

手
の
パ
ス
に
反
応
し
た
小
泉
慶け
い

選

手
が
中
央
付
近
か
ら
一
気
に
ゴ
ー

ル
前
ま
で
駆
け
上
が
り
シ
ュ
ー
ト
。

惜
し
く
も
得
点
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
チ
ー
ム
に
勢
い
を
与

え
ま
す
。

　

そ
し
て
42
分
、
そ
の
小
泉
選
手

高
い
位
置
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
掛

け
て
相
手
の
ミ
ス
を
誘
い
、
こ
ぼ

れ
た
ボ
ー
ル
を
田
中
亜あ

土と

夢む

選
手

が
ダ
イ
レ
ク
ト
で
指い
ぶ

宿す
き

洋ひ
ろ

史し

選
手

に
つ
な
ぐ
と
、
こ
れ
を
指
宿
選
手

が
右
足
で
冷
静
に
流
し
込
み
、
新

潟
が
先
制
。

　

後
半
は
鳥
栖
に
押
し
込
ま
れ
ま

す
が
、
チ
ー
ム
全
体
で
集
中
し
て

守
り
、
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
を
割
ら
せ

ま
せ
ん
。
鳥
栖
エ
ー
ス
の
Ｆ
Ｗ
豊

田
選
手
に
も
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
の

２
人
が
し
っ
か
り
と
対
応
し
、
自

由
に
プ
レ
ー
さ
せ
ま
せ
ん
。

　

粘
り
強
く
戦
っ
て
い
る
と
72
分
、

チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
ま
す
。
指
宿
選

手
の
ポ
ス
ト
プ
レ
ー
か
ら
山
本
選

手
に
ボ
ー
ル
が
つ
な
が
る
と
、
再

び
ボ
ー
ル
を
受
け
た
指
宿
選
手
が

相
手
を
か
わ
し
、
中
央
で
待
ち
構

え
て
い
た
田
中
達
也
選
手
へ
パ
ス
。

こ
れ
を
確
実
に
決
め
、
新
潟
が
リ

ー
ド
を
広
げ
ま
す
。

　

終
盤
は
相
手
が
パ
ワ
ー
プ
レ
ー

を
仕
掛
け
る
も
の
の
、
守
備
陣
が

最
後
ま
で
体
を
張
っ
て
対
応
し
、

２
‐
０
で
勝
利
を
し
ま
し
た
。
上

位
相
手
に
非
常
に
タ
フ
な
ゲ
ー
ム

を
制
し
、
ア
ウ
ェ
イ
で
貴
重
な
勝

ち
点
３
を
手
に
し
た
新
潟
。
３
試

合
ぶ
り
に
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん

と
喜
び
を
分
か
ち
あ
い
、
選
手
た

ち
も
充
実
し
た
表
情
を
浮
か
べ
て

い
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
リ
ー
グ
最
終
戦

は
12
月
６
日
（
土
）
に
行
わ
れ
、

新
潟
は
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
で
柏
レ
イ
ソ
ル
と
戦
い

ま
す
。
今
季
最
後
の
試
合
を
勝
利

で
締
め
く
く
る
た
め
、
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
戦
い
ま
す
。
ぜ
ひ
熱

い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

勝
利
を
目
指
し

　

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
リ
ー
ズ

前
半
戦
を
終
え
て
２
分
３
敗
と
苦

し
い
状
況
で
も
、
前
を
向
き
リ
ー

グ
戦
を
戦
う
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
レ
デ
ィ
ー
ス
。
日
々
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
も
選
手
同
士
が
活
発
に

声
を
掛
け
合
い
、
厳
し
く
も
前
向

き
な
雰
囲
気
の
中
で
お
互
い
を
高

め
合
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
リ
ー
ズ

初
勝
利
を
狙
う
新
潟
は
10
月
19
日

（
日
）、
ア
ウ
ェ
イ
で
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
神

戸
レ
オ
ネ
ッ
サ
と
の
一
戦
に
臨
み

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
た
前

回
の
対
戦
で
は
２
‐
３
で
敗
れ
た

新
潟
。
そ
の
悔
し
さ
を
ぶ
つ
け
、

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
勝
ち
点
３
を
狙

い
ま
す
。

　

前
半
は
お
互
い
に
チ
ャ
ン
ス
を

作
る
展
開
に
な
り
ま
し
た
。
28
分
、

小
原
由ゆ

梨り

愛あ

選
手
が
自
陣
で
の
イ

ン
タ
ー
セ
プ
ト
か
ら
ド
リ
ブ
ル
で

サ
イ
ド
を
突
破
し
、
中
央
の
テ
ィ

フ
ァ
ニ
ー
選
手
に
ボ
ー
ル
を
送
り
、

さ
ら
に
パ
ス
を
受
け
た
大
石
沙さ

弥や

香か

選
手
が
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
。
こ

れ
は
惜
し
く
も
ゴ
ー
ル
右
に
外
れ

アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!



21　H26.12 広報聖籠

ま
し
た
が
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る

攻
撃
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
何

度
か
神
戸
に
ゴ
ー
ル
前
ま
で
迫
ら

れ
る
も
の
の
、
落
ち
着
い
て
対
応

し
０
‐
０
で
折
り
返
し
ま
す
。

　

後
半
は
新
潟
が
ペ
ー
ス
を
握
り
、

多
く
の
決
定
機
を
作
り
出
し
ま
す
。

54
分
に
は
阪
口
萌も
え

乃の

選
手
の
浮
き

球
の
パ
ス
に
反
応
し
た
テ
ィ
フ
ァ

ニ
ー
選
手
が
Ｇ
Ｋ
と
１
対
１
に
な

り
ま
す
が
、
シ
ュ
ー
ト
は
相
手
の

好
守
に
阻
ま
れ
ま
す
。
終
盤
に
上

尾
野
辺
め
ぐ
み
選
手
の
コ
ー
ナ
ー

キ
ッ
ク
が
ポ
ス
ト
に
当
た
る
な
ど

非
常
に
惜
し
い
シ
ー
ン
も
あ
っ
た

も
の
の
、
最
後
ま
で
ス
コ
ア
は
動

か
ず
０
‐
０
で
試
合
終
了
の
ホ
イ

ッ
ス
ル
。

　

試
合
後
「
何
回
か
あ
っ
た
チ
ャ

ン
ス
が
一
本
で
も
入
れ
ば
勝
て

た
」
と
上
尾
野
辺
選
手
が
話
し
て

い
た
よ
う
に
、
内
容
が
良
か
っ
た

だ
け
に
選
手
た
ち
は
悔
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
引
き
分

け
を
次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
苦
し
い
時
で
も
チ
ー

ム
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ま
の
た
め
、
勝
利
を

目
指
し
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
リ

ー
ズ
を
最
後
ま
で
戦
い
抜
き
ま
す
。

　

11
月
29
日
（
土
）
か
ら
は
皇
后

杯
全
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会
が
開
幕
し
ま
す
。
昨
年
は
準

優
勝
と
い
う
結
果
を
収
め
た
新
潟
。

今
年
も
上
を
目
指
し
て
一
戦
一
戦

を
全
力
で
戦
っ
て
い
き
ま
す
。
リ

ー
グ
戦
に
引
き
続
き
、
皇
后
杯
も

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー

ス
に
熱
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

※
12
月
の
試
合
日
程

〈
J
リ
ー
グ
〉

第
34
節　

12
月
6
日
（
土
）

vs
柏
レ
イ
ソ
ル

15
：
30
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

〈
第
36
回
皇
后
杯
全
日
本

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
〉

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
ク
ラ
ブ

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告
知
い
た

し
ま
す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ（
男

子
）】
２
位

　

北
信
越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
（
以

下
Ｈ
Ｆ
Ｌ
）
１
部
に
所
属
す
る
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
Ｊ
Ｓ

Ｃ
）
は
今
シ
ー
ズ
ン
を
２
位
で
終
え
ま

し
た
。
首
位
の
サ
ウ
ル
コ
ス
福
井
と
の

激
闘
の
末
、
Ｈ
Ｆ
Ｌ
優
勝
と
は
残
念
な

が
ら
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
Ｈ
Ｆ
Ｌ
得
点
王
は
、
20

得
点
を
あ
げ
た
Ｊ
Ｓ
Ｃ
の
Ｆ
Ｗ
18
番
の

松
尾
選
手
に
決
ま
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
好

調
を
維
持
し
得
点
を
量
産
し
続
け
、
チ

ー
ム
の
勝
利
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
２
位

に
は
９
得
点
差
を
つ
け
て
の
得
点
王
と

な
り
ま
し
た
。

　

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
た
12
月
は
来

シ
ー
ズ
ン
の
更
な
る
成
長
に
つ
な
げ
る

た
め
、
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
チ
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
来
シ
ー
ズ
ン
も
更
な
る
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ

デ
ィ
ー
ス
（
女
子
）】
11
位
（
10
月
27

日
時
点
）

　

全
国
リ
ー
グ
の
プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ

ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス
（
以
下

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
）
は
、
10
月
に
ホ
ー
ム
と
ア

ウ
ェ
イ
合
わ
せ
て
3
試
合
を
戦
い
ま
し

た
。
10
月
5
日
（
日
）
は
、
宮
城
県
の

常
盤
木
学
園
高
等
学
校
と
ア
ウ
ェ
イ
で

対
戦
し
、
0
‐
2
で
敗
戦
と
な
り
ま
し

た
。
10
月
12
日
（
日
）
は
、
初
開
催
と

な
る
長
岡
市
営
陸
上
競
技
場
で
静
岡
県

の
清
水
第
八
ハ
プ
レ
デ
ア
ス
と
対
戦
し
、

前
半
10
分
、
工
藤
選
手
の
ゴ
ー
ル
で
先

制
し
ま
し
た
。
後
半
21
分
に
清
水
第
八

に
同
点
ゴ
ー
ル
を
決
め
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
後
半
44
分
、
エ
ー
ス
の
鳥
海

選
手
が
勝
ち
越
し
ゴ
ー
ル
を
決
め
ま
し

た
。
後
半
48
分
に
は
岩
渕
選
手
の
ヘ
デ

ィ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト
で
追
加
点
を
決
め
、

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
が
3
‐
1
で
初
の
長
岡
開
催

を
勝
利
で
飾
り
ま
し
た
。

　

10
月
26
日（
日
）は
長
野
県
の
Ａ
Ｃ
長

野
パ
ル
セ
イ
ロ
、レ
デ
ィ
ー
ス（
以
下
パ

ル
セ
イ
ロ
）
と
長
岡
市
営
陸
上
競
技
場

で
対
戦
し
ま
し
た
。
前
半
1
分
に
パ
ル

セ
イ
ロ
に
先
制
点
を
奪
わ
れ
、
後
半
12

分
、
17
分
に
追
加
点
を
許
し
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
後
半
41

分
、
パ
ル
セ
イ
ロ
の
オ
ウ
ン
ゴ
ー
ル
で

得
点
し
、
試
合
終
了
間
際
に
は
堀
江
選

手
が
Ｐ
Ｋ
を
決
め
て
1
点
差
に
ま
で
追

い
詰
め
ま
し
た
が
、
結
果
は
2
‐
3
で

試
合
終
了
。
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
ホ
ー
ム
最
終

戦
を
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

10
月
に
開
催
さ
れ
た
第
69
回
国
民

体
育
大
会
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体

２
０
１
４
で
は
、 

サ
ッ
カ
ー
女
子
の
新

潟
代
表
と
し
て
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
か
ら
鳥
海
選

手
、
高
橋
選
手
、
佐
野
選
手
、
草
苅
選

手
の
4
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟

代
表
は
、
1
回
戦
で
静
岡
代
表
と
対
戦

し
ま
し
た
。
結
果
は
草
苅
選
手
が
先
制

点
を
決
め
て
、
2
‐
1
で
勝
利
し
ま
し

た
。
2
回
戦
で
は
宮
城
代
表
と
対
戦
し

ま
し
た
が
、
1
‐
4
で
負
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
運
営
〜
カ
ッ
プ
ス
通
信
〜
】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム
運
営
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
ペ
ー
ジ
に
て
試
合
情
報
や

試
合
速
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
随

時
更
新
中
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
ＡＡ
Ｎ
ササ
ッ
カ
ー
カ
レレ
ッ
ジジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

【お申し込み・お問合わせ先】
〒957-0103
新潟県北蒲原郡聖籠町網代浜925－1
TEL：0254－32－5357
FAX：0254－32－5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
ジャッピーTwitter：@jyappi

JAPANサッカーカレッジ
最新情報はこちら

Facebook～カップス通信～

チーム順位表
順位 チーム名 勝ち点 試合 勝ち 引き分け 負け 総得点
1 サウルコス福井 39 14 13 0 1 48
2 JSC 34 14 11 1 2 43
3 アルティスタ東御 28 14 9 1 4 39

2014年度　得点ランキング
順位 選手名 所属チーム 得点
1 松尾　篤 JSC 20
2 秋田　猛 サウルコス福井 11
3 喜矢武 聖矢 アルティスタ東御 10
3 佐藤　裕嬉 アルティスタ東御 10

背番号18番　松尾 篤 選手
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◎「
見
守
り
」と「
気
づ
き
」の
ポ
イ
ン
ト
◎

①
住
ま
い
の
様
子

□
不
審
な
契
約
書
、
請
求
書
な
ど
の
書
面
や
、

　

宅
配
業
者
の
不
在
通
知
な
ど
は
な
い
か
。

□
不
審
な
健
康
食
品
や
カ
ニ
な
ど
が
な
い
か
。

□
新
品
の
ふ
と
ん
な
ど
、

　

同
じ
よ
う
な
商
品
が
大
量
に
な
い
か
。

□
通
信
販
売
の
カ
タ
ロ
グ
や
ダ
イ
レ
ク
ト

　

メ
ー
ル
な
ど
が
大
量
に
な
い
か
。

□
複
数
社
か
ら
配
達
さ
れ
た
新
聞
や

　

景
品
類
な
ど
が
な
い
か
。

②
高
齢
者
本
人
の
言
動
や
態
度
な
ど

□
不
審
な
電
話
の
や
り
取
り
や
、

　

電
話
口
で
困
っ
て
い
る
様
子
は
な
い
か
。

□
生
活
費
が
不
足
す
る
な
ど
、

　

お
金
に
困
っ
て
い
る
様
子
は
な
い
か
。

□
預
金
通
帳
な
ど
に
不
審
な
出
金
の
記
録
は
な
い
か
。

消 費 生 活消 費 生 活

お問い合わせ　役場町民課
消費生活センター

２７－１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です。

52
12月

◇ 相談情報 ◇
　・料金が安くなると電話で勧誘されたが安くならなかった。
　・契約会社のサービスの変更と思い話を聞いたら違う会社だった。
　・解約を申し出たら高額な違約金を請求された。

～「見守り」と「気づき」で
　　認知症等高齢者の被害を防ぎましょう ～

光回線やプロバイダー契約などの

インターネット回線契約は慎重に！

◇ひとこと助言◇
●「今より安くなる」などと勧誘されても、
契約前に契約内容に関する書面を求め、
はっきり理解できなければ、承諾しない
でください。

●プロバイダーなどの契約は、法律上のク
ーリング・オフはありません。

●必要なければ、きっぱり断りましょう。

認知症等高齢者の消費者被害を未然に防ぐためには？
～ 民生・児童委員・在宅ケアマネージャー合同の研修会（10月17日）より  講師  佐藤克哉弁護士 ～

　日頃から周囲の人たちが注意をしていても被害を防げないことがあります。
　未然に被害を防ぐためには、「成年後見制度」を活用することも一つの方法
です。
　成年後見制度とは本人に代わって後見人（親族など）が財産管理を行ったり、
判断を助けたりして本人を守る制度です。この制度を利用すれば、本人が不当
な契約をしてしまっても契約を取り消すことができます。
　成年後見制度の手続きは本人の住所地の管轄の家庭裁判所です。 （新潟家庭裁判所新発田支部 ☎0254－24－8255）

チェックポイントを参考に、認知症等高齢者
の居宅や言動などに日頃から注意を払いまし
ょう。困った時は、消費生活センターへご相
談ください。

（独）国民生活センター見守り新鮮情報より一部抜粋
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みんなのひろば

町の宝で～す
10月の乳児健診から

渡邊 恵
え る さ

月紗 ちゃん

髙松 優
ゆう

心
しん
 ちゃん

田村 佑
う み

海 ちゃん

安達 優
ゆう

雅
ま
 ちゃん

渋谷 文
あや

人
と
 ちゃん

佐藤 來
ら み

美 ちゃん

宮下 瑠
る り

梨 ちゃん

長谷川 琢
たく

磨
ま
 ちゃん

長澤 柚
ゆず

毅
き
 ちゃん

下妻 浬
かいり
 ちゃん

梶尾 日
ひ の り

乃里 ちゃん

田中 杏
あん

奈
な
 ちゃん

久東 杏
あん

詩
じ
 ちゃん

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４か
月健診対象乳児を撮影しています。

　皆さんはこんにゃくがどのように作られるかご存知ですか？
　こんにゃく芋を蒸してすり潰し、石灰水（アルカリ水）を混ぜて
煮込むと固まってこんにゃくになります。現在は凝固剤として石灰
を使いますが、昔はわらを燃やした灰を水に溶かし、ろ過したもの
を使ったそうです。日本人とこんにゃくの付き合いはとっても古く、
縄文時代の中期にサトイモとともに入ってきた、または仏教の伝来
とともに入ってきたという説など、その歴史は1000 年以上と言わ
れています。こんにゃく芋は非常にえぐ味が強く、とてもそのまま
では食べることはできません。そんな芋に灰汁を混ぜてえぐ味を取
り除き食用に変えたのです。こんな食べ方を思いつくなんて、本当
に昔の人には感心させられます。
　原料のこんにゃく芋は、成長するのに 3 年かかります。最初の
春に種芋を植えると新芋が出来て地下茎が伸び、秋に生

き

子
ご

（こん
にゃくの赤ちゃん）が出来ます。これを一度収穫し、次の春に植え
る作業を毎年繰り返し、3年経った種芋が初めてこんにゃくの原料
として使える芋になるのです。
　現代は機械化が進み、気軽に食べられますが、本当はとっても
手間がかかるんですね。その分、手づくりのこんにゃくの味は格別
です！

　町の食生活改善推進員さんたちが調理実習の準備を進めていま
す。皆さんぜひ、一緒に作りましょう。

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

こんにゃく作りの手間暇を今に伝えたい

手づくりこんにゃくにチャレンジしてみませんか？

お申し込み・お問い合わせ　
　保健福祉課（保健福祉センター）　管理栄養士
　☎ 27－6511

昨年度の食生活改善推進員さんの調理実習の様子です。

日　時　12月22日（月）　午後1時00分～3時30分頃まで
場　所　保健福祉センター内　栄養指導室　
参加費　実費負担（当日徴収します）
持ち物　エプロン、手ふきタオル、ゴム手袋など 
定　員　先着20名まで

お気軽に参加ください



広報聖籠 H26.12　24

みんなのひろば

秋の収穫祭
～とれたてお米で
おもちをつきました～

民生委員・児童委員が
はすがた園を訪問

入所者とコミュニケーション
を図る

新
潟
県
統
計
協
会
総
裁

表
彰
を
受
彰

　10 月 26 日（日）、四ツ屋・道賀新田・上大谷内

の三地区合同で、恒例のもちつきが行われました。

　このもちつきは、道友会を中心とするもちつき実

行委員会主催で毎年 10 月末に行われています。

　今年は約 100 人もの方が参加され、今年収穫した

ばかりの新米でできたつきたてのおもちを堪能しま

した。また、四ツ屋・道賀新田・上大谷内の全世帯

におもちが配られ、参加できなかった方もおもちを

味わうことができました。

　今後も活発な活動を通じて、ますます地域の皆さ

まの親睦が深まっていくことを期待します。

　11月11日（火）、蓮野小学校区の民生委員７名と
主任児童委員１名が聖豊はすがた園を訪問しました。
　この訪問事業は民生委員の自主活動として、これ
まで家族や地域のためにがんばってこられた同園入
所者や利用者の皆さんの食事や日常生活の様子を知
り、地域の方 と々の心と言葉のつながりを手助けする
ために行われました。
　民生委員・児童委員の皆さんは、聖豊はすがた園
の園長などから施設の運営状況の説明を受けた後、
入所者や利用者の皆さんと同じ食事を食べ、その後、
施設内を見学し、皆さんがお元気に過ごす様子を見
て周りました。
　民生委員・児童委員は、住民の最も身近な相談・
支援者です。生活上の問題など“悩んでいるとき”は、
ぜひお近くの民生委員・児童委員にご相談ください。

　

長
年
、
各
種
統
計
事
務
に
従
事
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
二
本
松
の
三み
つ

森も
り

和か
ず

子こ

さ
ん
が
、
新
潟
県
統
計

協
会
か
ら
新
潟
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
新
潟
県
統
計
協
会
総
裁
（
泉
田
裕
彦
新

潟
県
知
事
）
に
代
わ
り
、
渡
邊
町
長
か
ら
11
月
10
日

（
月
）
に
賞
状
と
記
念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
森
さ
ん
は
、
７
年
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
、
住

宅
統
計
調
査
、
経
済
セ
ン
サ
ス
（
基
礎
調
査
・
活
動

調
査
）
な
ど
、
合
計
８
種
類
の
調
査
に
従
事
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
退
職
後
も
、
外
に
出
る
こ
と
が
好
き
で
、
統
計

調
査
を
は
じ
め
ま
し
た
。
最
近
は
、（
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
な
ど
の
関
係
で
）
難
し
い
時
代
に
な
り
ま
し
た

ね
。」
と
話
す
三
森
さ
ん
。
三
森
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
統
計
調
査
に
限
ら
ず
、
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
と
ご
健
康
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

▶「
お
元
気
で
す
か
」
と
声
を
か
け
、
入

所
者
や
利
用
者
の
生
活
の
様
子
を
確

認
す
る
民
生
委
員
の
手
嶋
京
子
さ
ん
。

▶
お
い
し
い
つ
き
た
て
も
ち
を
た
べ
る
た
め

に
、
子
ど
も
た
ち
も
が
ん
ば
っ
て
も
ち
を

つ
き
ま
し
た
。

▲渡邊町長（右）から表彰の伝達を受ける
　三森さん（左）
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秋の聖籠町に素敵な
ハーモニーが響き渡る

新発田信用金庫からの寄附金
で電気自動車を購入しました

みんなのひろば

　10 月 16 日（木）、聖籠町町民会館で、聖籠中
学校の「秋灯祭」（合唱）が行われました。
　「美声響音～響け我らのハーモニー～」をス
ローガンに、各クラスが一丸となり、練習で積
み重ねた合唱を発表しました。
　３年生は、中学校生活最後の秋灯祭での金賞
を目指し、各クラスとも一生懸命に練習してき
ました。
　当日の３年生の歌声は、力強さと繊細さが織
りなす美しい合唱となり、会場の人々はその歌
声に聴き入っていました。

　10 月 27 日（月）、役場庁舎前で新発田信用金

庫　大野昌
まさ

昭
あき

理事長から町長に寄附金目録の贈

呈が行われました。

　この寄附金は新発田信用金庫創立 90 周年の

記念事業として、本町をはじめ近隣自治体に対

して行われたもので、町では、電気自動車を購

入し、環境保全意識の啓発のため使用させてい

ただきます。

　新発田信用金庫の皆さま、ご寄附をいただき

ありがとうございました。

▶
金
賞
に
輝
い
た
３
年
１
組
。
各
ク
ラ

ス
と
も
合
唱
の
完
成
度
が
高
い
中
、

美
し
い
和
音
を
響
か
せ
、
聴
く
人
を

惹
き
つ
け
ま
し
た
。

なっつさん 9歳

りなさん 7歳モモコさん 12歳

あちゃぴーさん 9歳

スマイルさん 16歳

るー☆さん 4歳

りんかさん 5歳 このかさん 3歳

　
投
稿
す
る
と
き
は
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ

い
。（
薄
い
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）
名

前
は
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。（
ペ
ン
ネ
ー

ム
希
望
の
場
合
は
名
前
の
横
に
ペ
ン
ネ
ー
ム

『
○
○
○
』
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

１
か
月
に
一
人
１
枚
だ
け
受
け
付
け
ま
す
。

▶
新
発
田
信
用
金
庫
の
大
野
理
事
長

（
左
）
か
ら
目
録
の
贈
呈
を
受
け
る

渡
邊
町
長
（
右
）
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佐藤高宏教諭（山倉小）
新潟県優秀教職員表彰

税についての作文
聖籠中学校３年 中山紅

く

美
み

子
こ

さん 秋山理
り

花
か

さん 入賞

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
が

町
長
を
表
敬
訪
問　
　

　新潟県教育委員会では、学校教育における教
育実践などに顕著な成果を上げた教職員を表彰
しています。
　今年度、山倉小学校の佐藤高宏教諭が、10
月 28 日（火）に新潟県優秀教職員表彰を受け
ました。
　佐藤教諭は、県内小学校の体育教師に対する
子どもの体力向上に関しての講義や、国語での
課題別少人数学習指導の公開授業を行うなど、
体育や国語指導における優れた取り組みを評価
され、今回の受彰となりました。
　今後も町の子どもたちや地域のため、ご活躍
くださるようお願いします。

　10 月 21 日（火）、プロバスケットボールチー
ムの新潟アルビレックスBB（以下、アルビBB）
の小菅学社長と平岡富士貴HC（※）（上写真の右）、
小松秀平キャプテン（上写真の左）の 3 名が、
10 月 25 日（土）、26 日（日）に町町民会館で行われた福
島ファイヤーボンズ戦を前に町長を表敬訪問しました。
　町長が「思い切りがんばってください」と平岡ＨＣ
を激励すると、平岡ＨＣが「聖籠の地での２連勝を収
めたい」と意気込みを語りました。
　試合は 25 日（土）、26 日（日）とも福島に勝利し、
意気込みどおり２連勝を飾りました。
　アルビBBは 11 月 19 日現在、ｂｊリーグで 6位につ
けています。アルビ BBの所属するｂｊリーグは来年 4
月までシーズンが続きます。アルビ BBの熱い戦いに
応援をよろしくお願いします！
　※ＨＣ…ヘッドコーチ。チーム監督に相当。

▶
入
賞
し
た
中
山
紅く

美み

子こ

さ
ん（
右
）と
秋
山
理り

花か

さ
ん（
左
）。

11
月
13
日
（
木
）、
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
納
税
表
彰
式
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　国税庁ならびに全国貯蓄組合連合会
が募集した「中学生の税についての作
文」で、聖籠中学校３年の中山紅

く

美
み

子
こ

さんと秋山理
り

花
か

さんが入賞されました。
　新発田税務署管内の中学校から611
名の応募があり、優秀作品として27名が
入賞しました。中山さんは新発田地区納
税貯蓄組合連合会長賞、秋山さんは聖
籠町租税教育推進協議会長賞を受賞し
ました。
　また今年度は聖籠中学校から34名の
応募があり、多くの参加があったとして
新発田地区納税貯蓄組合連合会長から
聖籠中学校へ感謝状が贈呈されました。
　税への意識向上に貢献いただきあり
がとうございました。

▲写真左から小松キャプテン、渡邊町長、平岡 HC。


